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あなたの想いを議場で！
御嵩町議会
町民フリースピーチを開催しました！
令和５年12月２日（土）役場議場で御嵩
町議会町民フリースピーチを開催しました。
応募された４組の皆さんが、「御嵩町へ
の熱い想い」を議場の演壇でスピーチしま
した。
また、当日は傍聴者も多く訪れ、出場者
のスピーチに熱心に耳を傾けていました。
出場者の皆さん、ありがとうございました。

町では、御嵩町空家等及び所有者不明土地
等対策計画に基づき空き家対策などが進めら
れています。今後は計画の進捗に注視してい
きます。
おもてなしロボットは人手不足の解消にも
なり、ＡＩの進歩が著しい現在ですので、検
討する考えはないか令和５年第４回定例会一
般質問で取り上げました（財源も含め現段階
では検討できる状況ではないとの答弁）。

まずは雑草の除去が大事なので、草刈りの
範囲や草刈りの回数を増やすなどの働きかけ
をしていきます。
監視カメラの設置は、防犯の意味からも今
後の検討課題にします（防犯カメラの設置に
ついては令和５年第４回定例会一般質問で取
り上げました）。
ポイ捨て防止に関連した町の条例は空き缶
等の散乱防止を主としたもので、制定から年
月も経ていますので、内容の見直しを検討し
ます。

⃝草が多く生えている所にごみが多く
落ちている。
⃝ごみを捨てる人を監視カメラで特定
し処罰してはどうか。
⃝町内に設置してあるごみ捨て禁止看
板の内容に工夫を。

⃝空き家や空き地の有効活用を。
⃝おもてなしロボットを開発し PR 職
員として大活躍してもらう。
⃝交通弱者等への対策として移動販売
車を導入してほしい。

テーマ❶

「御嵩町にごみが多いから
	 きれいにしたい」

テーマ❷

「みたけの町の活気を
	 とりもどしたい！」

いただいた提案・意見 議会のうごき
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⃝自分の意見を公的な場で発言できた。この後の議会や町政がどのように取り組んでいくのか楽しみ。
⃝しっかりと話すことができた。
⃝議員だけが聞くのはもったいないので、多くの人に聞いてもらえるといい。
⃝もっと多くの参加者があると良い。
⃝仲間で盛り上がっているだけの感じ。もっと多くの町民が町の様々なことに関心を持てるよう工夫してほしい。
⃝出場者の立場、年齢、性別が違って色々なスピーチがあって面白いと思った。
⃝出場者の募集をもっと地域にアピールすると良かったと思う。
⃝スピーチで終わることなく、その後に生かしてほしい。
⃝子どもたちが頑張っていて良かった。
⃝議員の質問や発言は短い方が良いと感じた。あらかじめ何を質問したいかを議員で話し合っておくと出場者
に平等に意見が出ると思った。

町民フリースピーチを終えて　～	出場者・傍聴者の皆さんからの感想	～

町では名鉄広見線対策事業としてさまざま
な検討をおこなっています。
議会としては、町の検討推移を見守るとと
もに、町の各種イベントを通じて名鉄に乗
る！という活動に積極的に参加していきたい
と考えています。

フードリボンプロジェクトとは異なります
が、町内には、〝ふしみこども食堂〟と〝み
たけみんな食堂〟があります。こちらでは食
の提供とともに子育て世代同士の情報交換や
子育てを終えた先輩からの知恵を得る場とも
なっているようです。
フードリボンプロジェクトが始まった経緯
や具体的な仕組みなどを議会としても調査し
たいと考えています。

テーマ❸

「フードリボンプロジェクトの紹介」

テーマ❹

「名鉄広見線」

⃝飲食店利用客がリボン１つを子ども
の１食分として先払い購入し店内に
掲示すると、子どもはその掲示され
たリボン１つを手に取り１食分の食
事ができる仕組みである “フードリ
ボン ”を町内展開してはどうか。

生活に密着し欠かせない公共交通機
関である名鉄広見線の乗降客を増やし
て活性化するために…
⃝ぎふワールドローズガーデン行きの
バスの発着をバラのシーズンは可児
駅から明智駅に移す。
⃝願興寺修理完了後に御嵩駅の名称を
「願興寺駅」に変更する。

町民フリースピーチの一部の様子はYouTube「御嵩町議会
公式チャンネル」でご覧いただけます。

https://www.youtube.com/@mitake-gikai/videos ◀御嵩町議会
　公式チャンネル
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第１日（12月５日）
◆ 議長報告（５件）　 ◆ 町長報告（２件）　 ◆ 議案の上程、提案理由の説明（11 件）
◆ 議案の審議・採決（６件）　 ◆ 請願の委員会付託（１件）
第２日（12月 12日）
◆ 一般質問（６議員）
第３日（12月 13日）
◆ 一般質問（２議員）
総務建設産業常任委員会（12月 13日）
◆ 付託事件の審査及び採決
第４日（12月 15日）
◆ 追加議案の上程、提案理由の説明（４件）　 ◆ 議案の審議・採決（９件）

第４回 定例会  12月５日～15日

■令和５年度補正予算などの議案15件、請願１件を審議・採決
■８議員が町政について質問
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会　　計 補正額 補正後の総額
一般会計補正予算（第３号） 1億7,823万5千円 125億4,171万8千円
一般会計補正予算（第４号） 4,644万9千円 125億8,816万7千円
国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 24万円 22億9,351万1千円
後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 73万6千円 2億8,217万5千円
介護保険特別会計補正予算（第２号）

（保険事業勘定） 5,281万7千円 19億5,388万8千円

水道事業会計補正予算（第１号） △80万9千円 8億7,819万1千円
下水道事業会計補正予算（第１号） 287万3千円 10億8,237万3千円

審 結議 果
議案番号 事　　　件　　　名 結果

議案第 73 号 令和５年度御嵩町一般会計補正予算（第 3 号）について 可決

議案第 74 号 令和５年度御嵩町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 可決

議案第 75 号 令和５年度御嵩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について 可決

議案第 76 号 令和５年度御嵩町介護保険特別会計補正予算（第２号）について 可決

議案第 77 号 令和５年度御嵩町水道事業会計補正予算（第１号）について 可決

議案第 78 号 令和５年度御嵩町下水道事業会計補正予算（第１号）について 可決

議案第 79 号 御嵩町空家等適正管理審議会設置条例の一部を改正する条例の制定について 可決

議案第 80 号 御嵩町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 可決

議案第 81 号 御嵩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 可決

議案第 82 号 指定管理者の指定について（御嵩町滞在型農業体験施設　四季の家） 可決

議案第 83 号 令和５年度御嵩町一般会計補正予算（第４号）について 可決

議案第 84 号 御嵩町手数料条例の一部を改正する条例の制定について 可決

議案第 85 号 和解及び損害賠償の額を定めることについて 可決

発議第 3 号 御嵩町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について 可決

発議第 4 号 議案第 82 号　指定管理者の指定に対する附帯決議について 可決

請願第 1 号 日本国政府に核兵器禁止条約への賛同署名と、国会での批准を求める意見書の提出
を求める請願書 不採択

附帯決議とは？
議決された議案に関して付される、施行についての意見や希望などを表明する決議のことです。
今回の発議第４号の附帯決議は、御嵩町滞在型農業体験施設　四季の家の指定管理者の指定（議案第 82 号）

に関して、農業体験の実施計画の明示・進捗状況の議会への報告、指定管理者と連携した農業体験プログラム
の充実、指定管理者の公募方法の改善などの意見が付されました。

令和５年度補正予算
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【表示記号】
賛否状況：○…賛成　×…反対　欠…欠席
　　　　　－…議長のため採決に加わらない
議決結果：◎…可決、承認、認定、採択、同意
　　　　　●…否決、不承認、不認定、不採択

議　　　員　　　名
議 

決 
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果
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議案第73号～第81号、第83号～第85号、発議第３号 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎
議案第82号 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ◎
発議第４号 － 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 × 〇 ◎
請願第１号 － × × × × 〇 × × × × 〇 〇 ●

議決結果

令和５年 第４回定例会での討論内容

　　　　　岡本　隆子　議員
四季の家完成以降、大変な手探りの中で運営をやってきており、コロナ禍においても農業体験の参加者が 120

名あったことは評価できる。町も当事者として担当課のみではなく他課と連携しながら四季の家に携わっていくと
いうことなので、そこに期待をする。よって、あえて附帯決議までする必要はないと思うので反対する。
　　　　　山田　　徹　議員

選定評価委員会での指定管理者に対する評価点の平均点は 85.7 点であった。残りの 14.3 点については地域と
の連携や農業者からの協力が今後期待される部分であり、これは大きく受け止めなければならない。指定管理にあ
たり今後盛り込んでほしい内容を文書として示した附帯決議はあるべき姿であり、賛成する。

　　　　　鈴木　秀和　議員
建前として日本は近隣国の核の脅威に対してアメリカの核の抑止力に頼るしかないという現実があるが、日本は

唯一の被爆国であり、被爆者の大きな願いにこたえるべきである。日本全国で 38％の自治体が賛成しており、自
治体の賛成の声が半数を超えれば政府の対応も変わってくるのではないか。核兵器は無くなってほしいという思い
はみな同じであり、建前は建前として核兵器を無くしたいという素直な気持ちに従って賛成する。
　　　　　高山　由行　議員

平和を求める気持ちは国民誰もが持っており、唯一の被爆国の国民という認識もある。また、岐阜県で最初に御
嵩町議会が非核平和都市宣言を採択した経緯がある。しかしながら、日本を取り巻く安全保障の状況を見ると、日
本はアメリカの核の抑止力に頼らざるを得ないということは明白である。署名・批准という対応を取るよりも、核
保有国と非保有国が知恵を出し合って具体的な核軍縮の道筋を見出していくことを政府に求めたい。目指すべき平
和な世界への考えは同じであるが、方法論の相違から反対する。
　　　　　岡本　隆子　議員

日本は唯一の被爆国であり、被爆国として核廃絶を国際世論に強く訴えることが出来る特別な存在である。日本
が核兵器禁止条約へ賛同し核保有国へ働きかけをおこなうことは非常に意義がある。核戦争が現実味を帯びている
世界情勢の中で今こそ被爆国である日本が行動すべき時である。昭和 60 年に御嵩町議会で採択された非核平和都
市宣言は非常に尊い行動である。先輩議員の想いを受け止め跡を継いでいくことが現議員の役目ではないか。非核
平和都市宣言以来、長きにわたり町民が行動してきたなかで出された請願である。町民の願いを国会に届けること
が地方議員の役割である。よって賛成する。

発議第４号　議案第 82 号 指定管理者の指定に対する附帯決議について

反　対

賛　成

請願第１号　日本国政府に核兵器禁止条約への賛同署名と、国会での批准を求める意見書の提出を求める請願書

賛　成

反　対

賛　成
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一 般 質 問
一般質問とは？

皆さんの生活にかかわる大切な内容について、議員が町に対して質問を
おこないます。今回の一般質問であなたの生活にかかわる内容はありま
すか？

一般質問の様子はYouTube「御嵩町議会公式チャンネル」で
ご覧いただけます。各議員の質問はＰ８～Ｐ14に掲載してあり
ますＱＲコードからご覧ください。

https://www.youtube.com/@mitake-gikai/videos▲御嵩町議会公式チャンネル

鈴木　秀和　議員 … ……………………８ページ
〇書籍『テロと産廃』に関する損害賠償請求事件に係る和解について
〇可茂消防御嵩分署の移転事業に係る土地売買契約書について

岡本　隆子　議員 … ……………………９ページ
〇自治会加入減に対して行政の支援策は
○リニア残土の埋め立てに関する外部団体からの希望書や意見書について

山田　　徹　議員 … ………………… 10ページ
〇副町長の選任についての思いは
○重層的支援体制整備事業について

奥村　　悟　議員 … ………………… 11ページ
〇インバウンド（訪日外国人観光客）への着地型観光について
○名鉄八百津線廃線跡の土地利用について

清水　亮太　議員 … ………………… 12ページ
〇住宅政策について

広川　大介　議員 … ………………… 12ページ
〇「御嵩町ファンクラブ」のアプリ化について

可児さとみ　議員 … ………………… 13ページ
〇地域づくり助成事業
〇職員の接遇について

鈴木　篤志　議員 … ………………… 14ページ
〇御嵩駅周辺のまちづくりについて
〇安心安全に繋がる防犯カメラについて

（掲載順は本会議での質問順とは異なります）

文責、掲載内容について
一般質問は、質問議員本人の文責

です。一般質問のページに掲載した
内容について、議員に直接連絡がつ
かない場合は、氏名、連絡先、問い
合わせの内容を添えて、議会事務局
へ書面にてお届けください。

また、掲載してある質問、答弁は
要約となっています。会議録は町ホ
ームページや議会事務局で閲覧でき
ます。
※会議録の公開は「みたけ議会のたより」

発行後になる場合があります。
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　①
可
茂
消
防
御
嵩
分
署
移
転
に
関
す

る
現
在
の
検
討
状
況
は
。

②
本
契
約
は
、
消
防
署
を
建
て
る
目

的
が
達
せ
ら
れ
な
か
っ
た
民
法
の
契

約
不
適
合
に
該
当
す
れ
ば
、
契
約
解

除
も
可
能
で
あ
る
。
法
的
検
証
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

�

【
町
長
】

①
用
地
選
定
の
経
緯
の
確
認
お
よ
び

亜
炭
鉱
廃
坑
跡
の
空
洞
対
策
等
の
再

検
討
に
つ
い
て
は
、
現
在
事
業
が
停

止
し
て
い
る
現
選
定
地
が
最
も
適
地

で
あ
っ
た
と
し
て
組
合
か
ら
完
了
し

た
旨
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。
有
利

な
財
源
で
あ
る
緊
急
防
災
・
減
災
事

業
債
が
令
和
６
年
度
、
７
年
度
に
お

い
て
利
用
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

で
き
る
だ
け
構
成
市
町
村
の
財
政
負

担
の
軽
減
に
な
る
よ
う
事
業
を
展
開

し
た
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

今
後
は
、
こ
の
再
検
討
結
果
を
組

合
構
成
員
に
対
し
て
説
明
す
る
予
定

と
し
て
お
り
、
そ
こ
で
承
認
さ
れ
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
来
年
度
か
ら
事
業

が
再
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

②
こ
れ
ま
で
の
背
景
を
踏
ま
え
、
弁

護
士
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
将
来
的

な
買
主
と
な
る
組
合
が
、
町
が
示
し

た
重
要
事
項
を
認
識
し
た
上
で
、
選

定
用
地
で
事
業
を
進
め
る
こ
と
に
同

意
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
権
者

と
土
地
の
売
買
契
約
を
締
結
し
た
後

に
実
施
し
た
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
よ

り
亜
炭
鉱
廃
坑
の
空
洞
が
確
認
さ
れ

た
と
い
う
事
実
が
あ
っ
て
も
、
契

約
不
適
合
に
は

な
ら
な
い
と
の

見
解
で
あ
っ
た
。

問答 可
茂
消
防
御
嵩
分
署
の
移
転
事
業
に
係
る

土
地
売
買
契
約
書
に
つ
い
て

　
　①

前
町
長
個
人
で
な
く
、
御
嵩
町
が

被
告
に
な
っ
た
経
緯
は
。

②
裁
判
手
続
き
、
弁
護
士
費
用
の
負

担
額
は
。

③
前
町
長
個
人
の
責
任
に
つ
い
て
の

考
え
。

　

�

【
町
長
】

①
令
和
５
年
10
月
６
日
付
で
原
告
と

和
解
が
成
立
し
た
損
害
賠
償
請
求
事

件
は
、
職
務
上
の
行
為
に
つ
い
て
、

国
家
賠
償
法
第
１
条
第
１
項
の
違
法

性
を
有
す
る
と
し
て
、
原
告
が
御
嵩

町
を
被
告
と
し
て
、
そ
の
代
表
者
で

あ
る
御
嵩
町
長
を
提
訴
し
た
も
の
で

あ
る
。
国
家
賠
償
法
で
は
、
法
的
な

性
質
上
、
公
務
員
個
人
で
は
な
く
地

方
公
共
団
体
が
被
告
と
な
る
た
め
、

前
町
長
個
人
を
相
手
と
し
て
訴
え
を

起
こ
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

②
弁
護
士
に
対
し
て
裁
判
の
着
手
金

と
和
解
成
立
に
よ
る
解
決
金
と
し

て
、
合
計
１
７
６
万
円
を
支
払
っ
て

問答

書
籍『
テ
ロ
と
産
廃
』に
関
す
る
損
害

賠
償
請
求
事
件
に
係
る
和
解
に
つ
い
て

い
る
。
そ
の
ほ
か
、
裁
判
手
続
き
に

要
し
た
費
用
は
な
い
。

③
本
件
は
職
務
上
の
行
為
に
つ
い

て
、原
告
が
提
訴
し
た
も
の
で
あ
り
、

法
的
な
性
質
上
、前
町
長
で
は
な
く
、

御
嵩
町
の
責
任
と
し
て
対
応
を
し
て

き
た
。
結
果
、
本
年
10
月
に
原
告
と

未
来
に
向
け
た
協
議
を
お
こ
な
い
、

お
互
い
合
意
の
も
と
和
解
と
い
う
形

で
本
件
裁
判
は
解
決
し
た
も
の
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
本
件
の
反
省
と
今
後
へ

の
活
か
し
方
に
つ
い
て
。

　
　

�

【
町
長
】

今
回
の
裁
判
で
は
、
図
書
館
に
お

け
る
本
の
寄
贈
に
関
す
る
手
続
き
の

明
確
化
等
に
つ
い
て
、
未
来
に
向
け

た
和
解
を
原
告
と
お
こ
な
っ
た
。
こ

の
和
解
条
項
に
基
づ
き
、
教
育
委
員

会
に
は
、
図
書
館
の
自
由
に
関
す
る

宣
言
の
遵
守
お
よ
び
図
書
館
の
適
正

な
管
理
運
営
を
お
願
い
し
た
い
。

再
質
問

答

動画はこちらから

鈴木秀和　議員

▲可茂消防御嵩分署

みたけ議会のたより （令和6年3月1日号）
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　①
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
る
か
。

②
要
望
書
等
に
関
し
て
県
か
ら
町
に

指
示
は
あ
っ
た
か
。

③
要
望
書
等
の
情
報
を
リ
ニ
ア
発
生

土
置
き
場
計
画
審
議
会
で
開
示
・
説

明
す
る
の
か
。

　
　

�

【
町
長
】

①
外
部
団
体
か
ら
の
要
望
書
や
意
見

書
は
、
湿
地
や
生
物
・
自
然
環
境
分

野
の
先
生
方
や
精
通
さ
れ
た
方
か
ら

は
学
識
的
な
知
見
を
、
保
全
・
保
護

団
体
か
ら
は
長
年
の
活
動
に
基
づ
く
、

希
少
種
な
ど
の
貴
重
な
情
報
を
い
た

だ
け
た
と
思
っ
て
い
る
。
一
方
で
、

こ
の
問
題
は
御
嵩
町
内
の
計
画
に
関

す
る
も
の
で
あ
り
、
各
団
体
か
ら
求

め
ら
れ
た
計
画
の
変
更
や
保
全
に
つ

い
て
は
、
地
元
住
民
の
理
解
を
得
な

が
ら
町
と
町
民
が
一
緒
に
な
っ
て
解

決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の

た
び
設
置
し
た
「
御
嵩
町
リ
ニ
ア
発

生
土
置
き
場
計
画
審
議
会
」
は
、
い

た
だ
い
た
要
望
や
意
見
に
お
応
え
で

き
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
諮
問
し
た

立
場
と
し
て
、
今
は
審
議
会
に
よ
る

活
発
な
議
論
を
期
待
し
て
い
る
。

　
　

�

【
企
画
参
事
】

②
県
に
も
書
類
が
提
出
さ
れ
た
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
が
、
県
か
ら
意
見

や
指
示
等
は
受
け
て
い
な
い
。

③
今
後
受
け
取
っ
た
場
合
は
審
議
会

の
会
長
に
諮
り
、
そ
の
指
示
に
従
っ

て
開
示
や
説
明

な
ど
対
応
す
る
。

問答

答

リ
ニ
ア
残
土
の
埋
め
立
て
に
関
す
る

外
部
団
体
か
ら
の
希
望
書
や
意
見
書
に
つ
い
て

　①
車
座
懇
談
会
で
の
意
見
に
つ
い
て

ど
う
思
っ
た
か
。

②
役
員
の
割
り
当
て
な
ど
負
担
軽
減

の
考
え
は
。

③
加
入
者
増
へ
の
支
援
策
の
考
え
は
。

④
町
と
し
て
今
後
の
方
針
は
。

　
　

�

【
町
長
】

①
車
座
懇
談
会
で
生
の
声
を
聴
き
、

行
政
と
自
治
会
の
あ
り
方
を
ど
う
構

築
し
て
い
く
か
、
加
入
者
が
減
少
傾

向
に
あ
る
自
治
会
組
織
を
ど
う
再
建

し
て
い
く
か
と
い
う
問
題
は
、
大
変

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
改
め
て
認
識

し
た
。
い
た
だ
い
た
声
を
少
し
で
も

反
映
し
て
い
け
る
よ
う
、
モ
デ
ル
的

に
お
こ
な
う
事
業
も
含
め
て
検
討
し

て
い
く
。

問答

自
治
会
加
入
減
に
対
し
て

行
政
の
支
援
策
は

　
　

�

【
民
生
部
長
】

②
「
自
治
会
支
援
に
向
け
た
現
況
調

査
」
を
実
施
し
、
意
見
を
集
約
し
た
。

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
自
治
会
に
関

す
る
役
員
の
負
担
軽
減
が
で
き
な
い

か
、
再
考
し
て
い
る
。

③
「
金
銭
的
な
支
援
」、「
役
員
の
負

担
軽
減
」、「
自
治
会
加
入
の
メ
リ
ッ

ト
の
見
え
る
化
」、「
行
事
の
負
担
軽

減
」
こ
れ
ら
の
中
か
ら
で
き
る
こ
と

か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。
自
治
会
へ

の
各
種
資
金
援
助
の
拡
大
も
検
討
す

る
。

④
地
域
の
人
と
交
流
、
防
災
、
防
犯
、

自
治
会
か
ら
の
要
望
な
ど
、
自
治
会

加
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
多
い
。
自
治
会

に
関
す
る
問
題
は
継
続
的
に
考
え
て

い
く
問
題
で
あ
る
。
自
治
会
長
の
ご

意
見
を
伺
い
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。 答

動画はこちらから

岡本隆子　議員

▲要望書

みたけ議会のたより  （令和6年3月1日号）
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　①
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
全

体
イ
メ
ー
ジ
像
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

②
体
制
整
備
計
画
で
の
実
施
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
や
行
政
組
織
の
見
直
し
改
編

内
容
は
。

③
財
政
処
理
を
含
め
て
事
業
実
施
に

よ
る
現
在
の
対
応
の
変
化
や
効
果
は

ど
う
な
る
か
。
ま
た
、
今
後
に
向
け

て
の
課
題
な
ど
は
。

　

�

【
民
生
部
長
】

①
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
は
、

「
包
括
的
相
談
支
援
」「
参
加
支
援
」

「
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
」
と

大
き
く
３
つ
の
支
援
体
制
整
備
で
成

り
立
っ
て
い
る
。
高
齢
者
、
障
が
い
、

子
ど
も
・
子
育
て
、
生
活
困
窮
な
ど

の
分
野
を
超
え
た
横
断
的
な
連
携
体

制
を
取
り
つ
つ
、
包
括
的
な
支
援
を

充
実
さ
せ
る
。

②
令
和
６
年
度
に
関
係
課
、
関
係
機

関
と
の
協
議
を
済
ま
せ
、
令
和
７
年

度
に
は
重
層
的
支
援
体
制
の
整
備
の

構
築
を
目
指
し
た
い
。
地
域
生
活
課

題
に
対
す
る
認
識
、
支
援
関
係
機
関

の
配
置
状
況
、
各
分
野
に
お
け
る
課

題
、
包
括
的
な
支
援
体
制
整
備
に
関

す
る
考
え
方
を
共
有
し
て
、
重
層
的

支
援
体
制
整
備
の
実
施
計
画
を
作
成

し
た
い
。

③
高
齢
者
、
障
が
い
、
子
ど
も
・
子

育
て
、
生
活
困
窮
な
ど
の
分
野
の
相

談
支
援
や
地
域
づ
く
り
に
係
る
既
存

事
業
の
補
助
金
を
一
体
化
す
る
「
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
交
付
金
」

が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

８
０
５
０
問
題
な
ど
、
複
雑
多
様

化
す
る
社
会
問
題
や
生
活
課
題
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、
制
度
、
分
野
ご

と
の
縦
割
り
や
、
支
え
る
側
、
支
え

ら
れ
る
側
と
い
う
従
来
の
関
係
を
超

え
て
、
新
た
な
包
括
的
支
援
の
機
能

を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
外
部
の

関
係
機
関
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら

解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答 重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ
い
て

　
　
町
長
就
任
か
ら
５
カ
月
が
経
過

し
た
現
在
、
町
が
抱
え
る
重
要
課
題

へ
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、
町
行
政
全

般
に
わ
た
る
様
々
な
執
行
運
営
に
あ

た
り
、
空
席
と
な
っ
て
い
る
副
町
長

ポ
ス
ト
の
選
任
は
不
可
欠
で
あ
り
早

急
に
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
町

長
の
考
え
と
今
後
の
予
定
は
。

　

�

【
町
長
】

副
町
長
と
い
う
ポ
ス
ト
は
、
町
長

の
補
佐
役
と
し
て
、
ま
た
事
務
方
の

ト
ッ
プ
と
し
て
、
職
員
の
相
談
役
や

調
整
役
な
ど
も
担
う
べ
く
重
要
か
つ

不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
と
理
解
し
て

い
る
。
そ
の
重
要
な
ポ
ス
ト
で
あ
る

が
ゆ
え
、
選
任
に
向
け
た
人
選
や
調

整
に
時
間
を
要
し
て
お
り
、
未
だ
選

任
に
至
っ
て
い
な
い
。
執
行
部
や
関

係
職
員
に
も
様
々
な
面
で
負
担
を
強

い
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
早

問答

副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て
の

思
い
は

く
選
任
し
た
い
と
い
う
想
い
は
強
く

持
っ
て
い
る
。

め
ど
と
し
て
は
、
令
和
６
年
３
月

議
会
に
は
議
案
と
し
て
提
出
で
き
る

よ
う
調
整
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
し
ば
ら
く
時
間
を
い
た
だ
き
た

い
。

動画はこちらから

山田 徹　議員

▲現在空席となっている副町長席（前列中央　役場議場）

みたけ議会のたより （令和6年3月1日号）
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名
鉄
八
百
津
線
廃
線
跡
の
土
地
利
用
に
つ
い
て

　
　
中
山
道
を
歩
く
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

（
訪
日
外
国
人
観
光
客
）を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
て
、
御
嶽
宿
内
を
中
心
に
滞

在
時
間
を
延
ば
し
観
光
消
費
に
繋
げ

る
た
め
、
着
地
型
観
光
を
今
後
ど
の

よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の
か
。

　

�

【
町
長
】

現
在
は
中
山
道
の
情
報
発
信
の
不

足
に
加
え
、宿
泊
施
設
や
飲
食
等
で

休
憩
で
き
る
場
所
、体
験
コ
ン
テ
ン

ツ
が
少
な
い
こ
と
、
英
語
表
記
も
少

な
く
、総
合
的
な
観
光
案
内
や
受
付

な
ど
を
お
こ
な
う
場
所
が
な
い
こ
と

な
ど
も
あ
り
、観
光
客
の
滞
在
時
間

が
短
く
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
滞
在
は
、そ
の
ま
ま
消
費
行
動

に
つ
な
が
り
、町
内
経
済
へ
の
寄
与

も
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
令
和

８
年
度
に
大
改
修
が
終
了
す
る
願
興

寺
を
御
嶽
宿
観
光
の
中
心
に
据
え
、

問答

イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
外
国
人
観
光
客
）

へ
の
着
地
型
観
光
に
つ
い
て

中
山
道
を
活
用
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
誘
致
と
着
地
型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

の
充
実
に
注
力
し
て
い
き
た
い
。
ま

ず
は
中
山
道
を
紹
介
す
る
外
国
語
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
へ
御
嶽
宿
の
情

報
発
信
を
進
め
る
と
と
も
に
、
町
内

中
山
道
沿
線
、ま
ち
な
か
や
施
設
内

に
あ
る
看
板
や
案
内
へ
の
英
語
表
記

な
ど
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ツ
ア
ー
の
受
け

皿
づ
く
り
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て

い
く
。
町
内
の
中
山
道
を
し
っ
か
り

歩
い
て
い
た
だ
き
、
自
然
や
歴
史
文

化
な
ど
に
触
れ
て
滞
在
時
間
を
延
ば

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
着
地
型
観

光
地
を
目
指
す
と
と
も
に
、
ま
ち
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
今
後
立
ち
上
げ

る
協
議
会
な
ど
と
も
連
携
を
図
っ
て

い
く
。

　
伏
見
児
童
館
か
ら
兼
山
ま
で
約
６

０
０
ｍ
の
名
鉄
八
百
津
線
廃
線
跡
地

が
未
整
備
の
ま
ま
で
あ
る
。

①
有
効
な
活
用
と
そ
れ
に
要
す
る
有

益
な
財
源
確
保
の
検
討
は
な
さ
れ
た

の
か
。

②
廃
線
跡
地
を
放
置
す
る
こ
と
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
望
ま
し
く

な
い
が
、
今
後
の
具
体
的
な
考
え
は
。

　

�

【
総
務
部
長
】

①
廃
線
跡
地
は
、
雑
草
や
樹
木
の
繁

茂
に
よ
り
、
生
活
環
境
へ
の
影
響
が

大
き
い
こ
と
か
ら
、
防
草
シ
ー
ト
に

よ
る
対
策
を
検
討
し
て
き
た
が
、
砕

石
や
の
り
面
の
形
状
に
よ
り
、
設
置

が
困
難
な
た
め
、
年
２
回
の
除
草
作

業
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
廃
線
跡
地
を
遊
歩
道
と
し
て

整
備
す
る
に
は
、
の
り
面
保
護
な
ど

に
多
額
の
予
算
が
必
要
と
な
る
が
、

国
・
県
の
補
助
金
や
地
方
債
は
、
遊

歩
道
の
整
備
で
は
対
象
に
な
ら
な
い

た
め
、
現
状
で
は
、
有
効
な
活
用
や

有
益
な
財
源
が
な
い
。

　

�

【
町
長
】

②
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
ど
の
よ
う
に
活
用
し
た
い
と

考
え
て
い
る
か
で
あ
る
。
地
域
が
望

み
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
ア
イ
デ
ア

が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
ぜ
ひ
、
町
と
し

て
も
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。
一
方
で
、
個
人
や

民
間
事
業
者
か
ら
町
有
財
産
の
利
用

の
希
望
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
土
地

の
貸
付
や
売
却
を
お
こ
な
う
こ
と
も

選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
議
員
に
は
、
ぜ
ひ
と
も

地
域
の
声
を
聞
い
て
、
土
地
の
活
用

方
法
や
担
い
手
の
確
保
等
な
ど
、
町

民
の
ア
イ
デ
ア

の
取
り
ま
と
め

な
ど
に
尽
力
い

た
だ
き
た
い
。

問答

答

奥村 悟　議員

▲八百津線廃線跡

動画はこちらから

みたけ議会のたより  （令和6年3月1日号）
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　①
住
宅
誘
致
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

②
住
宅
補
助
導
入
の
考
え
は
。

　

�

【
町
長
】

①
住
宅
誘
致
策
に
つ
い
て
は
大
規
模

住
宅
団
地
の
整
備
ま
た
は
誘
致
は
難

し
い
と
考
え
る
が
、
伏
見
地
区
の
可

児
市
境
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
民

間
事
業
者
に
よ
る
小
規
模
な
開
発
は

今
後
も
継
続
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

不
動
産
事
業
者
と
の
連
携
強
化
に

よ
り
数
戸
単
位
の
分
譲
住
宅
の
整
備

を
前
向
き
に
進
め
て
い
く
こ
と
は
、

人
口
減
少
抑
制
の
観
点
か
ら
も
合
致

す
る
も
の
と
考
え
、
町
有
地
の
貸
付

等
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

み
た
い
。

②
新
築
物
件
購
入
へ
の
補
助
は
、
一

定
程
度
住
宅
需
要
に
対
応
で
き
る
が
、

国
や
県
の
手
厚
い
補
助
メ
ニ
ュ
ー
が

問答

用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
行
政
の

財
政
負
担
も
増
大
す
る
こ
と
か
ら
、

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

一
方
で
、
中
古
物
件
購
入
へ
の
補

助
に
つ
い
て
は
、
移
住
促
進
や
空
き

家
対
策
と
し
て
既
存
の
住
宅
ス
ト
ッ

ク
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
か
ら
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

今
後
も
、
町
の
財
政
状
況
や
費
用

対
効
果
も
考
慮
し
な
が
ら
、
住
宅
誘

致
策
や
住
宅
補
助
の
導
入
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
町
長
主
導
で
進
め
ら
れ
て
い

る
「
御
嵩
町
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
を
、

町
民
に
と
っ
て
も
有
用
な
情
報
発
信

媒
体
と
し
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
と
し
て

提
供
す
る
考
え
は
。

　

�

【
町
長
】

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み
は
、

御
嵩
町
を
知
ら
な
い
町
外
の
人
に
向

け
て
魅
力
や
特
産
品
な
ど
効
果
的
な

情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
観
光
や

地
域
交
流
を
深
め
、
関
係
人
口
を
増

や
し
て
い
く
重
要
な
発
信
ツ
ー
ル
と

い
う
一
面
が
あ
る
。
一
方
で
、
町
民

が
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
町
の
魅

力
を
再
発
見
す
る
こ
と
や
、
関
係
人

口
の
増
加
に
よ
り
町
外
か
ら
の
目
線

で
町
を
知
る
機
会
に
な
る
な
ど
、
広

報
紙
な
ど
に
は
な
い
新
し
い
発
信
ツ

ー
ル
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
町
に

興
味
や
関
心
、
関
わ
り
を
持
つ
人
な

問答

ど
を
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
と
い

う
形
で
見
え
る
化
し
、
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
を
通
じ
て
町
内
外
の
人
の
交
流
を

図
り
、
地
域
課
題
の
解
決
、
地
域
の

継
続
へ
と
つ
な
ぐ
手
段
と
し
た
い
。

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
を
設
立
、
運
営
す
る

に
あ
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
運
用

す
る
の
か
、
ア
プ
リ
を
構
築
・
導
入

す
る
の
か
、
当
初
の
段
階
か
ら
、
コ

ス
ト
面
や
運
用
面
な
ど
様
々
な
角
度

か
ら
検
討
し
て
い
る
。
ア
プ
リ
と
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
二
者
択
一
で
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ

ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
比
較
し

な
が
ら
し
っ
か
り
検
討
し
て
い
く
。

住
宅
政
策
に
つ
い
て

「
御
嵩
町
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
の

ア
プ
リ
化
に
つ
い
て

清水亮太　議員

広川大介　議員

動画はこちらから

動画はこちらから

みたけ議会のたより （令和6年3月1日号）
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　①
職
員
の
住
民
に
対
す
る
接
遇
の
研

修
は
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
か
。

②
接
遇
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
は
で
き

て
い
る
か
。

③
今
後
の
接
遇
改
善
に
向
け
た
取
り

組
み
は
。

　

�

【
総
務
部
長
】

車
座
懇
談
会
に
お
い
て
、
役
場
環

境
、
組
織
体
制
、
職
員
の
ス
キ
ル
、

窓
口
対
応
の
接
遇
な
ど
に
つ
い
て
意

見
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
声
を
真
摯

に
受
け
止
め
て
い
き
た
い
。

①
接
遇
は
社
会
人
と
し
て
の
基
本
マ

ナ
ー
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
規
採
用

職
員
に
は
民
間
の
接
遇
研
修
を
、
そ

れ
以
外
の
職
員
に
つ
い
て
は
接
遇
を

踏
ま
え
た
補
職
別
の
役
割
や
ス
キ
ル

を
学
ぶ
研
修
を
受
講
さ
せ
て
い
る
。

②
職
員
に
は
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
を
受
講
さ
せ
て
い
る
。
ケ
ー
ス
に

よ
っ
て
は
、
職
員
と
面
談
を
実
施
し
、

直
接
改
善
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。

③
職
員
接
遇
基
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見

直
し
と
職
員
自
身
に
よ
る
セ
ル
フ
チ

ェ
ッ
ク
の
徹
底
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

職
員
自
身
の
気
づ
き
を
促
し
、
行
動

変
容
に
結
び
付
け
て
い
き
た
い
。
職

員
の
接
遇
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
住

民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
職
員
を
育
成
し
、

気
兼
ね
な
く
、
気
持
ち
よ
く
来
庁
で

き
る
役
場
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

　

�

【
町
長
】

③
職
員
に
は
、
住
民
か
ら
ど
の
よ
う

に
見
ら
れ
て
い
る
か
な
ど
、
客
観
的

な
声
に
耳
を
傾
け
て
受
け
入
れ
る
こ

と
、
自
身
の
思
い
や
心
持
ち
の
本
質

を
変
え
な
い
と
変
わ
れ
な
い
と
い
う

こ
と
、
こ
の
こ
と
に
対
す
る
気
付
き

が
大
事
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

住
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
目
線
を
言
動
の

前
提
に
し
な
が
ら
、
ワ
ク
ワ
ク
感
や

誇
り
を
持
つ
職
員
が
増
え
、
役
場
が

変
わ
れ
ば
住
民
に
も
伝
わ
り
、
御
嵩

町
が
変
わ
っ
て
い
け
る
と
考
え
て
い

る
。
ま
ず
は
、
私
を
含
め
役
場
の
職

員
が
変
わ
っ
て

い
け
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
。

問答

答

職
員
の
接
遇
に
つ
い
て

　①
地
域
づ
く
り
助
成
事
業
の
概
要
・

案
内
は
わ
か
り
や
す
く
周
知
さ
れ
て

い
る
か
。

②
助
成
金
団
体
へ
聞
き
取
り
調
査
を

実
施
し
制
度
の
見
直
し
は
さ
れ
て
い

る
か
。

③
地
域
づ
く
り
活
動
を
し
て
い
る
団

体
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
や
相
談
対
応
を
し

て
い
る
か
。

④
助
成
終
了
後
の
団
体
へ
引
き
続
き

支
援
は
あ
る
か
。

　

�

【
総
務
部
長
】

①
募
集
の
案
内
は
、
毎
年
３
月
に
町

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
概
要
を
含
め
た
応

募
の
手
引
き
や
申
請
書
な
ど
を
掲
載

し
、
広
報
紙
、
防
災
行
政
無
線
で
お

知
ら
せ
を
し
て
い
る
。

②
団
体
に
は
、
実
績
報
告
の
提
出
の

際
に
、
書
類
審
査
と
と
も
に
助
成
制

度
全
般
に
対
す
る
意
見
や
要
望
等
を

問答

地
域
づ
く
り
助
成
事
業

確
認
し
て
お
り
課
題
等
を
認
識
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
も
助
成
対
象
者
の

要
件
や
、
限
度
額
の
引
き
上
げ
等
、

使
い
や
す
い
制
度
と
な
る
よ
う
見
直

し
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

③
新
し
く
活
動
を
始
め
る
団
体
の
立

ち
上
げ
や
活
動
に
つ
い
て
相
談
さ
れ

る
人
も
あ
る
の
で
活
動
を
展
開
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
ま
ち
づ
く
り
課

で
対
応
し
て
い
る
。

④
活
動
を
継
続
し
て
い
る
団
体
か

ら
、
再
度
の
助
成
を
求
め
る
声
も
あ

り
、
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う

な
新
た
な
取
り
組
み
に
対
し
て
は
支

援
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。
地

域
の
た
め
に
活
動
す
る
団
体
が
今
後

も
増
え
、
活
躍
い
た
だ
く
こ
と
で
町

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、
引
き

続
き
各
方
面
に
働
き
か
け
て
い
く
。

可児さとみ　議員

動画はこちらから

みたけ議会のたより  （令和6年3月1日号）
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①
町
内
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
個
所
、

設
置
台
数
は
。

②
今
後
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
、
設

置
案
は
。

③
ネ
ッ
ト
回
線
を
利
用
し
I
C
T

を
活
用
し
た
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

④
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
対
す
る
補
助

金
の
検
討
は
。

　
　

�

【
総
務
部
長
】

①
町
が
設
置
し
た
防
犯
カ
メ
ラ
は
、

町
内
小
中
学
校
、
御
嶽
宿
さ
ん
さ
ん

広
場
、
中
山
道
み
た
け
館
な
ど
12
カ

所
に
合
計
39
台
設
置
し
て
い
る
。

②
町
の
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
町
の
財
産

な
ど
を
守
る
目
的
で
設
置
し
た
も
の

で
あ
り
、
地
域
の
安
全
・
安
心
は
地

域
の
自
主
的
な
活
動
が
重
要
で
あ
る

と
位
置
付
け
て
い
る
。
今
後
、
刑
法

犯
罪
認
知
件
数
な
ど
を
注
視
し
な
が

ら
増
設
は
必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て

い
く
。

③
I
C
T
活
用
の
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
は
、
ネ
ッ
ト
環
境
が
無
い
場
所

で
は
環
境
構
築
に
係
る
費
用
、
維
持

費
な
ど
費
用
対
効
果
も
検
証
す
る
必

要
が
あ
り
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
必
要
性

も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

④
監
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
住
民
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
も
必
要
な

こ
と
か
ら
、
補
助
制
度
を
導
入
す
る

に
当
た
っ
て
は
防
犯
カ
メ
ラ
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
運
用
面
に
つ

い
て
の
十
分
な
準
備
期
間
が
必
要
で

あ
り
、
各
自
治
会
内
で
の
合
意
形
成

の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
慎
重
に
検

討
し
て
い
く
。

問答 安
心
安
全
に
繋
が
る
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

　
　
　

①
町
外
や
海
外
か
ら
の
旅
行
者
に
対

し
て
適
切
で
丁
寧
な
案
内
が
で
き
て

い
る
か
。

②
海
外
に
向
け
て
ど
れ
だ
け
告
知
さ

れ
て
い
て
、
町
と
し
て
は
ど
の
程
度

把
握
し
利
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

③
さ
ん
さ
ん
広
場
に
あ
る
設
備
、
コ

ン
テ
ナ
内
の
備
品
の
管
理
状
況
は
。

④
さ
ん
さ
ん
広
場
に
屋
根
の
設
置
は

考
え
て
い
な
い
か
。

　
　

�

【
総
務
部
長
】

①
御
嶽
宿
周
辺
や
中
山
道
の
道
中
に

は
、
い
く
つ
か
案
内
看
板
な
ど
を
設

置
し
て
い
る
が
、
外
国
人
向
け
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
動
画
の
種
類
が
少
な

く
探
し
に
く
い
た
め
、
各
案
内
看
板

に
二
次
元
コ
ー
ド
を
掲
載
す
る
な
ど

今
後
の
対
応
を
研
究
し
て
い
く
。

②
以
前
は
県
の
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

問答

御
嵩
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

ン
に
連
携
し
て
町
や
み
た
け
華
ず
し

を
海
外
に
P
R
す
る
取
り
組
み
を

お
こ
な
っ
た
。
今
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
で
積
極
的
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
ツ
ア
ー
会
社

に
町
の
情
報
が
伝
わ
る
よ
う
連
携
を

と
っ
て
い
る
。

③
さ
ん
さ
ん
広
場
の
備
品
等
は
町
が

管
理
し
借
用
の
申
請
が
あ
れ
ば
各
団

体
に
貸
出
し
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

屋
外
で
の
使
用
の
た
め
劣
化
や
破
損

も
あ
り
、
危
険
な
も
の
が
あ
っ
た
場

合
に
は
使
用
中
止
や
撤
去
等
対
応
し

な
が
ら
管
理
し
て
い
る
。

④
さ
ん
さ
ん
広
場
の
利
用
団
体
か
ら

屋
根
の
設
置
を
求
め
る
声
が
町
に
寄

せ
ら
れ
、
町
と
し
て
も
開
閉
式
テ
ン

ト
や
全
天
候
型
大
型
テ
ン
ト
な
ど
検

討
し
て
き
た
。
設
置
に
つ
い
て
は
防

災
な
ど
の
多
面
的
な
活
用
方
法
を
含

め
て
今
後
も
研
究
し
て
い
く
。

動画はこちらから

鈴木篤志　議員

みたけ議会のたより （令和6年3月1日号）
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月　日 曜日 会議 内　容

2月28日 水 本会議
会期の決定、町長の施政方針の発表、
諸般の報告、議案の上程及び提案理
由の説明、議案の審議及び採決

3月	 6日 水 本会議 一般質問及び施政方針に対する質問

7日 木 本会議 一般質問及び施政方針に対する質問、
議案の委員会付託

12日 火 委員会 付託事件の審査（民生文教）

14日 木 委員会 付託事件の審査（総務建設産業）

19日 火 本会議 付託事件の審査結果報告並びに審
議及び採決、議案の審議及び採決

議会を傍聴しませんか

お知らせ

本会議
議案などを審議し、議
会の最終的な意思を決定
する、全議員で構成する
会議です。議長が議事を
進行します。

一般質問
議員が、定例会本会議
において、議案に関係な
く広く行政全般にわたっ
て、執行部の報告、説明、
所信の表明を求め、疑問
点をただすことです。

委員会
議会の内部審査・調査
機関としての（常任・議
会運営・特別）委員会が
あります。

審議
議案などについて説明
を聞き、質疑し、討論を
し、表決をする一連の流
れのことです。

 令和６年　第１回 定例会（予定）
 ２月28日（水）から３月19日（火）
次回

チャンネル登録よろしくお願いします！
御嵩町議会公式チャンネル
https://www.youtube.com/@mitake-gikai/videos

議会当日、議会事務局受付（役場２階）で住所、
氏名などを所定の用紙に記入後、傍聴券をお受
け取りください。

　　　　発熱などの症状がある場合は、傍聴を
ご遠慮ください。

お願い

議会を傍聴するには

一般質問はケーブルテレビ可児、YouTube「御嵩町
議会公式チャンネル」で、ご覧いただけます。
ケーブルテレビ可児では、一般質問の模様が生中継（場合
によっては録画放送）されます。

※日程は都合により変更となる場合があります。
※審議内容などは町ホームページに掲載します。

みたけ議会のたより  （令和6年3月1日号）
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空
き
家
対
策
に
つ
い
て

長
泉
町
は
、
新
幹
線
で
東
京
ま
で

の
ア
ク
セ
ス
が
40
分
程
度
の
通
勤
圏

で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
を
代
表
す
る

優
良
企
業
の
進
出
や
県
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
の
誘
致
な
ど
も
あ
り
、
近
年
急

速
に
宅
地
化
が
進
み
、
人
口
も
増
加

傾
向
に
あ
る
。
よ
っ
て
、
空
き
家
の

良
い
物
件
は
早
々
に
民
間
不
動
産
会

社
に
よ
り
売
買
が
成
立
し
空
き
家
対

策
に
行
政
が
あ
ま
り
関
与
す
る
こ
と

は
な
い
の
だ
が
、
現
に
存
在
す
る
空

き
家
の
解
決
策
と
し
て
は
、
①
所
有

者
や
親
族
が
居
住
、
②
賃
貸
、
③
売
却
、

④
解
体
、
⑤
使
用
し
な
い
ま
ま
維
持

管
理
の
５
択
の
対
策
を
お
こ
な
い
な

が
ら
、
新
た
な
空
き
家
が
発
生
し
な

い
た
め
の「
未
然
予
防
」と
し
て
、所
有

者
な
ど
関
係
者
で
事
前
に
話
し
合
っ

て
決
め
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、空
き
家
対
策
に
特
効

薬
は
な
い
の
で
、最
善
の
対
策
を
探
し

続
け
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

御
嵩
町
の
今
後
の
空
き
家
対
策

御
嵩
町
の「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」

は
有
効
な
手
段
で
あ
る
の
で
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
上
手

く
活
用
し
、
売
り
手
と
買
い
手
を
マ
ッ

チ
ン
グ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
空
き
家
を
そ
の
ま
ま
放
置
し
な

い
た
め
の
方
法
は
、①
空
き
家
の
相
続
、

②
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
、
③
空
き

家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
、
④
空
き
家
内
の
家

財
の
片
づ
け
、⑤
空
き
家
の
管
理
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
、

⑥
空
き
家
の

活
用
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
、

⑦
空
き
家
を

解
体（
除
去
）

を
推
進
し
て

い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

議
会
改
革
に
つ
い
て

長
泉
町
議
会
で
は
、
10
年
以
上
に

わ
た
り
名
称
を
変
え
な
が
ら
特
別
委

員
会
を
設
置
し
て
議
会
改
革
を
成
し

遂
げ
て
き
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

導
入
、
議
会
の
ラ
イ
ブ
配
信
な
ど
は
、

ま
さ
し
く
開
か
れ
た
議
会
の
先
端
で

あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
令
和
５
年

６
月
議
会
か
ら
導
入
し
た
音
声
認
識

表
示
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
議
会
で
の

発
言
内
容
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
字
幕

表
示
さ
れ
る
た
め
、
聴
覚
に
障
が
い

を
持
つ
人
も
議
会
の
様
子
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
、
長
泉
町
議
会
で
は
、
年
齢

や
障
が
い
の
有
無
に
と
ら
わ
れ
な
い

誰
に
で
も
優
し
い
議
会
へ
の
改
革
が

積
極
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

御
嵩
町
議
会
の
今
後
の
取
り
組
み

御
嵩
町
議
会
の
議
会
改
革
は
ま
だ

ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
。
令
和
５
年
７

月
か
ら
は
議
員
構
成
が
大
き
く
変
わ

り
平
均
年
齢
も
若
返
っ
て
い
る
の
で
、

議
会
改
革
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
ず
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
な
ど
議
会

D
X
を
加
速
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
集
中
的
に
短
期

間
で
調
査
・
研
究
し
、
結
果
を
出
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

常
任
委
員
会
視
察
研
修
の
報
告

総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会

11
月
２
日（
木
）

静
岡
県
駿
東
郡
長
泉
町

「
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
」

「
議
会
改
革
に
つ
い
て
」

※「
議
会
改
革
に
つ
い
て
」は
、
民
生
文

教
常
任
委
員
会
と
の
合
同
研
修

みたけ議会のたより （令和6年3月1日号）
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（11月～１月）議 会 日 誌
11月

 1日 常任委員会視察研修
 2日 常任委員会視察研修
 6日 新丸山ダム視察研修／議会報編集委員会

都市計画審議会
 7日 議会運営委員会／地方自治連絡協議会
 8日 商工会青年部との語る会
10日 議会活性化研究会／多治見法人会面談
12日 8020表彰式・可児口腔保健講演会
13日 議会報編集委員会
17日 可茂地域市町村議会議員研修会
20日 議会運営委員会

総務建設産業常任委員会協議会
議会活性化研究会

21日 民生文教常任委員会協議会
可茂町村議会議長会・正副議長懇談会

26日 可児郡消防連合演習
28日 全員協議会／議会運営委員会
29日 町村議会議長会全国大会

12月
 1日 県議長会評議員会
 2日 町民フリースピーチ
 5日 第４回定例会（初日、委員会付託）
12日 第４回定例会（一般質問）
13日 第４回定例会（一般質問）

総務建設産業常任委員会
15日 全員協議会／議会運営委員会

第４回定例会（最終日）／議会報編集委員会
20日 可児市観光協会会長との懇談会

22日 国会議員陳情
25日 可児川防災等ため池組合議会定例会

可茂地域一部事務組合議会定例会
26日 年末夜警

１月
 4日 仕事始めの式
 7日 消防出初式／二十歳の集い
10日 議会報編集委員会／ケーブルテレビ可児面談

可児青年会議所新年式典
13日 御嵩町社会福祉大会
18日 ペーパーレス会議システム研修
22日 議会報編集委員会／可茂地域行政懇話会
31日 地方財政対策等説明会

ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
に

つ
い
て

三
島
市
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

健
康
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
「
ス
マ

ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
構
想
」
に

よ
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
「
健
や

か
で
幸
せ
」
と
感
じ
ら
れ
る
健
幸
都

市
づ
く
り
を
主
要
施
策
の
一
つ
と
し

て
推
進
し
て
い
る
。

三
島
市
は
平
成
23
年
頃
か
ら
ス
マ

ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
に
取
り
組

み
始
め
、
現
在
は
静
岡
県
内
で
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
介
護
認
定
率
の
低
さ
を

維
持
し
て
い
る
。

健
幸
都
市
み
し
ま
を
実
現
す
る
た

め
の
主
な
取
り
組
み
事
例
と
し
て
、

①
「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
み
し
ま
」
を

推
進
し
、
市
、
地
域
、
企
業
そ
れ
ぞ

れ
が
管
理
す
る
花
壇
に
花
を
植
え
、

自
然
と
歩
き
た
く
な
る
美
し
い
ま
ち

な
み
を
市
民
協
働
で
つ
く
っ
て
い

る
。

②
健
幸
づ
く
り
の
た
め
の
ス
マ
ホ
ア

プ
リ
「
K
E
N
P
O
S
」
を
運
用
し
、

毎
日
の
ロ
グ
イ
ン
や
歩
数
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
て
、
た
め

た
ポ
イ
ン
ト
は
景
品
や
電
子
マ
ネ
ー

と
交
換
が
で
き
る
。

③
運
動
に
興
味
関
心
を
持
ち
習
慣
化

す
る
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
保
育
を
実

施
し
、
幼
少
期
か
ら
の
運
動
習
慣
化

の
推
進
や
、
公
民
館
な
ど
身
近
な
場

所
で
誰
で
も
取
り
組
み
や
す
い
運
動

や
ス
ポ
ー
ツ
講
座
を
実
施
し
て
い

る
。

御
嵩
町
の
今
後
に
向
け
て

歩
き
た
く
な
る
町
へ
の
取
り
組
み

と
し
て
、
既
存
の
散
歩
ス
ポ
ッ
ト
を

活
用
す
る
と
良
い
と
考
え
る
。
可
児

川
沿
い
は
歩
く
と
気
持
ち
が
良
い

し
、
町
に
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
王
道

で
あ
る
「
中
山
道
」
と
い
う
絶
好
の

散
歩
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
。
三
島
市
に

な
ら
っ
て
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
歩
数

を
管
理
し
、
ポ
イ
ン
ト
交
換
で
き
る

よ
う
に
す
る
な
ど
、
健
康
づ
く
り
と

う
ま
く
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
町
の
散

歩
ス
ポ
ッ
ト
の
価
値
を
増
す
こ
と
に

も
つ
な
が
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

民
生
文
教
常
任
委
員
会

11
月
１
日（
水
）

静
岡
県
三
島
市

「
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス

シ
テ
ィ
に
つ
い
て
」
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T
O

P
IX

議
会
活
動

ご
案
内
は
ミ
ー
モ
く
ん
で
し
た
。

次
号
は
６
月
１
日
発
行
（
第
１
回
定
例
会
）

予
定
で
す
。
ま
た
見
て
く
だ
さ
い
ね
。

■令和6年3月1日　■編集／議会報編集委員会　■発行／御嵩町議会　■岐阜県可児郡御嵩町御嵩1239−1　☎0574−67−2111
【ホームページURL】https://www.town.mitake.lg.jp/　【メールアドレス】gikai@town.mitake.lg.jp

11
月
17
日（
金
）に
、
可
児
市
の

さ
さ
ゆ
り
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
で
可

茂
地
域
市
町
村
議
会
議
員
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ご
み
処
理

施
設
等
の
見
学
を
通
し
て
、
ご
み

の
分
別
化
、
再
資
源
化
の
大
切
さ

を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

可
茂
地
域
市
町
村
議
会
議
員

研
修
会

11
月
８
日（
水
）に
、
御
嵩
町
商

工
会
青
年
部
と
意
見
交
換
会
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。「
御
嵩
町
の
現

状
と
課
題
、
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
活
発
な
意
見

を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

商
工
会
青
年
部
と
の

意
見
交
換

12
月
22
日（
金
）に
、
地
元
選
出
国
会
議

員
な
ど
を
訪
問
し
、
町
の
重
要
施
策
で
あ

る
亜
炭
鉱
廃
坑
防
災
対
策
事
業
に
つ
い
て

要
望
活
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

国
会
議
員
を
訪
問

ア
イ
デ
ィ
ア
や
反
対
意
見

を
述
べ
た
だ
け
で
は
コ
ミ
ッ
ト

し
た
と
は
言
え
な
い
。
ア
イ
デ

ィ
ア
な
ら
具
体
的
な
一
歩
目
を
、

反
対
意
見
な
ら
具
体
的
な
代
替

案
を
示
し
て
初
め
て
コ
ミ
ッ
ト

と
言
え
る
。�

（
広
川
）

熊
本
県
で
震
災
に
つ
い
て

学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
御

嵩
町
に
あ
る
た
く
さ
ん
の
歴
史
、

自
然
や
文
化
に
限
ら
ず
災
害
に

つ
い
て
も
語
り
継
ぐ
こ
と
が
大

切
で
す
。
知
る
事
が
生
き
る
た

め
の
知
恵
と
な
り
町
民
の
安
心

安
全
な
暮
ら
し
に
繋
が
っ
て
い

き
ま
す
。�

（
鈴
木
）

フ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ
で
、
皆

さ
ん
が
注
目
し
て
い
る
課
題
の

現
場
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

様
々
な
視
点
か
ら
見
る
と
、
発

見
や
気
づ
き
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
を
ま
た
皆
さ
ん
と
共
有
し
て

い
け
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
議
会

報
を
有
効
な
も
の
に
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。�

（
可
児
）

暫
時
休
憩


